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司祭 マルコ 藤井 尚人

まつり、と言っても藤井風さんではありませんで（笑）、今年も播州の秋祭りの季節です。
村祭りの秋、神道にとって一番大切な～収穫感謝～のお祭りです。

ところで「仏式の葬儀でお香を上げていいんですか」というご質問があります。「あなたが
ホンモノのキリスト者なら、今までこの日本の文化・習俗・儀礼の中で、数えきれない人々
が真心を込めて守ってこられた宗教儀礼に尊敬を込めて、その場におられる方々と御一諸に
お香を上げて下さい」と私はお答えしています。なんせ英国の国教会である聖公会の司祭で
すから。「真心を込めてね。悲しみの中で、救いを求めて祈りの手を合わせてきた人々の心
に、頭を下げて、手を合わせて・・・」と。

元旦、敬老、七五三、本来キリスト教にはない
行事を教会は大切にしてきました。あるカトリック
の幼稚園では、マリアさまのイラストが描かれた
千歳飴を聖水で祝福していました。「やるね」と
思ったのものです。秋祭りの季節が終わると、
諸聖徒日（１１日１日）、諸魂日（１１月２日）

と教会は「死者の月」を迎えます（＝かぼ
ちゃのおばけのハロウイン（１０月３１
日）はその前夜祭）。そしてクリスマスの
準備が始まるのです。クリスマスに人々を
教会に招きたいのなら、その前に教会が、
日本のまつり（文化・習俗）を大切にして
こそです。今一度、お手元の祈祷書をご

覧下さい。私たちの礼拝は「感謝・賛美の祭り」なのですから。



月報担当 ミカエル 渋谷 健
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【編集後記】 ミカエル 渋谷 健

先日旅行で正岡子規の「松山や秋より高き天
守閣」で有名な松山市のアンデレ教会に行きま
した。風光明媚なところで素敵なお聖堂でした。
また訪れてお祈りしたいなと思います。

シリーズ 賢者の夢
エピソード#2『主のみわざ』

～当教会の歴史を知る方々に聞く～

英国国教会（チャーチ・オブ・イングランド）

「ドロボーも聖公会員ならば、それを追いかける
お巡りさんも聖公会員」という小噺の通り、聖公
会の牧師は、教会だけでなくその地域（教会区＝
パリッシュといいます）の全ての人の牧師なので
す。少なくとも私は、先輩聖職のそのような姿を
見て来ました。

【豆知識 ☛ チャーチ 「IN」
ではなく「OF」がポイント】。

【10月の予定】
☆10月の日曜学校
10/6と10/20 9:30から
詳しくはWebで！
https://himeji-epiphany.org/page-50/

☆10月のガール・スカウト
10月6日(日) 赤い羽根共同募金（姫路駅周辺）
10月20日(日) ひょうごっ子ふるさと塾

（会場未定）
☆ 10月の聖書研究会
毎週火曜日１０時３０分から約１時間の予定、
会場はエピファニーホール(当教会入ってすぐ
の部屋)です。
『あなたはあなたのままでいい～とっておきの
聖書の言葉～(片柳弘史神父）』をテキストに、
聖書のみ言葉を黙想し、別ち合っています。初
めての方でもお気軽に、ご参加下さい。

☆10月20日（日）14:00
「み言葉の礼拝研修会（主催：神戸伝道区）」
～信徒の奨励について～
1神戸聖ミカエル大聖堂で開催されます。講師
は吉田雅人主教。現在、ライブネット配信につ
いて検討中です。追って、週報等でお知らせし
ます。

☆10月19日（土）13:00
第3回神戸教区宣教推進講演会
1エピファニーホールを会場にリモート参加を
いたします。テーマ―は「あらゆる信仰者が共
に生かされ、宣教する教会を」。講師は大岡左
代子司祭（京都教区・管区女性デスク）です。
御自宅からでのネット参加もOKです。

☆10月27日（日）藤井司祭は鳥取聖ルカ教会
主日支援のため当教会は「み⾔葉の礼拝」
です。

☆10月19日（土）19:00
敬和（新潟：キリスト教主義学園）の会
当教会を会場に開催されます。進学希望者だ
けでなく、敬和学園高校の教育に関心のある
方、是非、御参加ください。

（担当：野間光顕さん）

ミカエラ 吉川智江さんご逝去
9月24日、ご逝去（92歳）。緊急洗礼・姫路顕栄教会に
納骨。故人の魂の平安と御遺族（御子息・ダビデ吉川啓
二さん）のためにお祈り下さい。Rest In Peace.

私の祖父母、三宅まゆみの両親（佐桑太郎、多賀代）は、ともに

盲人で、熱心なクリスチャンでした。祖父太郎が信仰を持った

のは失明した時で、いろんな宗教に救いを求めたものの答えを

得られず、聖書にたどり着いてその答えを見出したと聞いてい

ます。

それは新約聖書 ヨハネ伝9章です。イエスが道を通っておられ

る時、生れつきの盲人を見られた。弟子たちはイエスに尋ねて

言った。「先生、この人が生れつき盲人なのは、だれが罪を犯し

たためですか。本人ですか、それともその両親ですか」。イエス

は答えられた。「本人が罪を犯したのでもなく、またその両親が

犯したのでもない。ただ神のみわざが彼の上に現われるためで

ある。」

祖母多賀代も幼くして高熱の後に失明しましたが、祖母の実

家は真言宗のお寺だったそうです。仏教では因果応報を説き

ますから、母も父と同じように仏教では救われなかったのかも知

れません。私はこの祖父母と一緒に暮らしましたが、とても大き

な影響を受けました。

   シルベスター 三宅 敬
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